
歴史
を   ろう探

歴史
プラス 生糸で財

ざい
を成した 

横
よこ

浜
はま

商人
　八王子の生糸は横浜港から外国
へ輸

ゆ
出
しゅつ
され、横浜の商人は生糸貿

ぼう

易
えき
で大きな富を蓄

たくわ
えました。なか

でも原
はら
善
ぜん
三
ざぶ
郎
ろう
とその孫

まご
娘
むすめ
の婿
むこ
富
とみ
太
た

郎
ろう
は、生糸の生産まで手がけ、後
に富
とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
などを所有し、生糸

貿易で財
ざい
を築
きず
いた豪

ごう
商
しょう
として有名

です。

　米づくりに適
てき

さない土地だった八王子では、古くから桑
くわ

が栽
さい

培
ばい

され、養
よう

蚕
さん

が盛
さか

んで、「桑の都
みやこ

」（桑
そう

都
と

）とよばれてい
ました。さらに八王子はほかの生糸生産地（現

げん
在
ざい

の群馬県
や長野県、山梨県など）と江

え
戸
ど

を結ぶ地点にありました。
そのため、江戸時代から生糸の取り引きが盛んで、多くの
生糸商人が活

かつ
躍
やく

しており、特に八王子の鑓
やり

水
みず

の商人は有名
でした。開国前にもかかわらず、鑓水には、西洋風の建物
がつくられていました。
　横

よこ
浜
はま

の開港によって生糸の輸
ゆ

出
しゅつ

が始まると、各地で養蚕
ブームが起こりました。八王子の生糸の生産・取り引きも

増
ふ

え、「絹の道」は生糸を積んだ荷車でにぎわいました。生
糸商人や養蚕農家は利

り
益
えき

を得
え

るだけでなく、欧
おう

米
べい

の文化や
思想に触

ふ
れる機会も得ました。やがて鉄道が開通すると、

「絹の道」と共に栄えていた商人は没
ぼつ

落
らく

しますが、生糸の生
産は増え続けました。
　現在、養蚕農家は激

げき
減
げん

したものの、八王子では絹
きぬ

織
おり

物
もの

を
主とした伝統ブランドが受け継

つ
がれており、「八王子ネク

タイ」などが有名です。また、「絹の道」の一部は文
ぶん

化
か

庁
ちょう

選
定「歴史の道 百

ひゃく
選
せん

」に指定され、現在でも当時のおもかげ
を残す街

かい
道
どう

を歩くことができます。

1 なぜ八
はち

王
おう

子
じ

は生
き

糸
いと

の生産・取り引きで発
はっ

展
てん

したのかな？

生
き

糸
い と

の生産・取り引きで栄えた桑
そ う

都
と

 八
は ち

王
お う

子
じ1

「「絹絹のの道道」と」と日日本本のの製製糸糸業業
～～幕幕末末八八王王子子のの生生糸糸産産業業からから近近代代日日本本のの製製糸糸業業へ～へ～

↑　八王子と横
よこ

浜
はま

をつないだ
「絹

きぬ

の道」
1

↗　養
よう

蚕
さん

農家（左、1900年ごろ撮
さつ

影
えい

）と→　八王子からの絹
きぬ

を運んだ街
かい

道
どう

（右、1860年
ごろ撮影）　開港後に外国との生糸貿

ぼう
易
えき
が始まったことで、八王子と横

よこ
浜
はま
を結ぶ街道は、

輸
ゆ
出
しゅつ
用の生糸を運ぶルートになりました。このことから、後にこの街

かい
道
どう
は「絹

きぬ
の道」とよ

ばれるようになりました。生糸商人が多く集まっていた鑓
やり
水
みず
の風景写真には、八王子か

ら横浜へ向かう道が写っています。

2 3

八王子

横浜

神奈川

こうしゅう
やり みず

とう かいどう

はら まち  だ

群馬県より
長野県
山梨県
より

原町田

甲州道中

東海道

�水

東 

京  

府

神奈川県
「絹の道」
五街道
のちの横浜線

ご かいどう

� ��km

↑　三
さん

溪
けい

園
えん

（横浜市）　原
はら
善
ぜん
三
ざぶ
郎
ろう
が土地を買い、富

とみ
太
た
郎
ろう

(三溪)によってつくられました。
4

　養
よう

蚕
さん

と生糸の生産工
こう

程
てい

に興
きょう

味
み

のある人
なら、八王子かその近くの農家を訪

ほう

問
もん

す
ることほど楽しいことはない。…蚕

かいこ

の生
命を維

い

持
じ

する桑
くわ

の木がいかに無
む

造
ぞう

作
さ

に、
生けがきのように植えられているのに目
を留

と

めて驚
おどろ

く。
〔『F.ベアト写真集１ 幕末日本の風景と人び
と』より、一部要約・抜粋〕

外国人が見た幕
ばく

末
まつ

の八王子

〔横浜開港資料館蔵〕
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⬆p.216-217

歴史を探る動機となる
「疑問」

本文で学んだことと地域を
結びつける「関連ページ」

本文で学んだことを具体例を
通じて深める「学習テーマ」

特設ページ「歴史を探ろう」
当時の社会を地域の視点から見ることで、日本の歴史を多面的に捉えられるようにしています。

コラム「地域史」
本文と関連付けながら、地域から日本の歴史を
捉え直しています。

「人物コラム」  「人物さくいん」
為政者だけでなく、地域で活躍した人など、さまざまな立場の人々を「人物コラム」で紹介しています。
�巻末には、おもな人物のさくいんを掲載しています。(全311名)

2
特 色

さまざまな視点から歴史を見ることができる「地域史」・「人物史」
多面的・多角的に日本の歴史を捉えるさまざまな工夫

掲載ページ一覧 (全11テーマ)
ページ タイトル

p.82-83 東アジアに開かれた窓口　博多

p.132-133 琉球とアイヌ民族の暮らし

p.142-143 昆布ロードと北前船

p.154-155 世界有数の百万都市　江戸

p.192-193 世界に開かれた港　横浜

p.198-199 移住と開拓が進む北海道

ページ タイトル

p.216-217 「絹の道」と日本の製糸業

p.246-247 発展する産業都市　大阪・神戸

p.260-261 長野県から見る満州移民

p.268-269 戦場となった沖縄

p.286-287 日本の領土画定と近隣諸国

地域史
　鉄砲づくりの技

ぎ
術
じゅつ
は、種

た
子
ねが
 島
しま
から各地に

伝わりました。なかでも、裕
ゆう
福
ふく
な商人が町

の運
うん
営
えい
を行い、貿

ぼう
易
えき
によって鉄砲づくりの

資
し
金
きん
が豊

ゆた
かにあった堺（大阪府）と、刀の原

材料となる砂
さ
鉄
てつ
が近くで豊

ほう
富
ふ
にとれ、古く

から刀鍛
か
冶
じ
がいた国友（滋賀県）は、全国有

数の鉄砲の生産地となりました。

鉄
てっ

砲
ぽう

づくりを支
ささ

えた堺
さかい

と国
くに

友
とも

ヨーロッパの国々による世界進出によって、日本の生活や文化は
どのような影

えい

響
きょう

を受けたのだろうか。学習課題

5

10

15

　　　　　　　　東アジアから東南アジアにかけての貿
ぼう

易
えき

は、15～

16世
せい

紀
き

を通じて中国の商工業の成長とともに行わ
れ、ヨーロッパ人の来

らい

航
こう

前から盛
さか

んでした。中国の明
みん

は、外国から
貢
みつ

ぎ物を受けて返礼する形で貿易しており、公式には自国から海外

へ商人を派
は

遣
けん

できませんでした。そのため、代わりに必要な産物を
集める琉

りゅう

球
きゅう

の貿易船や倭
わ

寇
こう

などが中
なか

継
つぎ

貿易を盛
さか

んに行いました。

　そうした中国をめぐる中継貿易に、16世紀半ばからポルトガル 

とスペインが、17世紀にはオランダが参入しました。ポルトガルは、

中国南岸のマカオに滞
たい

在
ざい

することを明から許
ゆる

されました。

　　　　　　　　1543年、種
た

子
ねが

 島
しま

（鹿児島県）に漂
ひょう

着
ちゃく

した倭寇の船

に乗っていたポルトガル人によって、日本に鉄
てっ

砲
ぽう

が
伝わったとされています。その後ポルトガルの船が、拠

きょ

点
てん

のあった
東南アジアから平

ひら

戸
ど

（長崎県）・長崎・府
ふ

内
ない

（大分県）などにも来航し、

スペインの船も日本へ来てヨーロッパとの貿易が始まりました。当

時の日本では、ポルトガル人やスペイン人を南
なん

蛮
ばん

人
じん

とよんでいたた
め、彼

かれ

らとの貿易を南
なん

蛮
ばん

貿
ぼう

易
えき

といいます。南蛮人は、明の陶
とう

磁
じ

器
き

や
生
き

糸
いと

・絹
きぬ

織
おり

物
もの

のほか、ヨーロッパの鉄砲・火薬・時
と

計
けい

・ガラス製
せい

品
ひん

も日本にもたらし、日本との貿易で得
え

た銀は中国に運ばれました。

東アジアの
中継貿易

p.86

p.88 p.86 p.88

p.110

p.110 p.111

3

鉄砲の伝来 1

2

1

3

1 密
みつ

貿
ぼう

易
えき

や海
かい

賊
ぞく

行
こう

為
い

を行う集
しゅう

団
だん

で、日本人や
中国人、朝

ちょう

鮮
せん

人など、さまざまな人が一
いっ

緒
しょ

に活
動し、日本人があまりいない集団もありました。

↓　国友の鉄砲（上）と堺の鉄砲鍛
か

冶
じ

（下）2

〔滋賀県 国友鉄砲の里資料館蔵〕

鉄砲、ザビエル（小）　キリスト教（小・地）小学校⃝地理⃝公民⃝他教科との関連

東東アジアのアジアの貿貿易易とと
南南蛮蛮人人3
ヨーロッパの国々による世界進出は、各

地の生活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。
1節の問い

〔『和泉名所図会』 国立公文書館蔵〕

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文
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古
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飛

　鳥
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良

平
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　倉

南
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朝
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戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

令和

安土
桃山
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掲載ページ一覧 (全16テーマ)
ページ テーマ

p.33 上野三碑にみる渡来人の影響

p.55 蝦夷と東北の支配

p.74 仏教の隆盛を伝える「鎌倉大仏」

p.80 北と南を襲ったもう二つの蒙古襲来

p.100 各地に広がった文化

p.112 鉄砲づくりを支えた堺と国友

p.113 世界の銀を支えた石見銀山

p.125 鳥取藩の参勤交代

ページ テーマ

p.140 日光東照宮と街道の発達

p.148 財政改革に成功した米沢藩

p.180 函館と那覇のペリー来航

p.189 士族の救済事業となった安積開拓

p.201 多摩地方の自由民権運動

p.215 近代化を支えた石炭と八幡製鉄所

p.215 京都の近代産業育成と伝統保護

p.287 小笠原諸島の返還

「人物コラム」一覧（全49名）

章（時代） 人物

第２章（古代） 孔子、シャカ、イエス、ムハンマド、鑑真、菅原道真、
最澄、空海

第３章（中世） 平将門、源義経、足利義満、雪舟

第４章（近世） 千利休、天草四郎、徳川綱吉、高田屋嘉兵衛、
松尾芭蕉、伊能忠敬

第５章（近代前）

ワシントン、ナポレオン、マルクス、ビスマルク、
高杉晋作、大浦慶、吉田松陰、福沢諭吉、江藤新平、
西郷隆盛、大久保利通、天川恵三郎、島義勇、
伊藤博文、渋沢栄一、正岡子規

第６章（近代後）
ウィルソン、ガンディー、原敬、与謝野晶子、
平塚らいてう、山川菊栄、宮沢賢治、山口淑子、
蔣介石、毛沢東、斎藤隆夫

第７章（現代） 吉田茂、湯川秀樹、長谷川町子、中村哲

＊太字：新しく追加された人物

「疑問」にわかりやすく答える「解説文」

⬆p.112 ⬆p.148

NEW

⬅p.197

⬆p.297

特
色
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⬆p.88-89 ⬆p.130-131

2
特 色

中央の歴史だけでなく地方の歴史も重視した「琉球とアイヌ民族」
多面的・多角的に日本の歴史を捉えるさまざまな工夫 琉球とアイヌ民族の歴史 掲載ページ一覧

時代 ページ タイトル 種類

古代 p.31 北海道・南西諸島の歩み 年表

中世 p.80 北と南を襲った
もう二つの蒙古襲来 コラム　地域史

中世 p.88-89 琉球とアイヌ民族が
つなぐ交易 見開き全体

近世 p.130-131 琉球王国と
アイヌ民族への支配 見開き全体

近世 p.132-133 琉球とアイヌ民族の
暮らし

特設
歴史を探ろう

近代
前半 p.180 函館と那覇の

ペリー来航 コラム　地域史

時代 ページ タイトル 種類

近代
前半 p.196-197 沖縄・北海道と

近代化の波 見開き全体

近代
前半 p.198-199 移住と開拓が進む

北海道
特設
歴史を探ろう

近代
後半 p.245 見直される伝承や文化 本文（一部）

近代
後半 p.268-269 戦場となった沖縄 特設

歴史を探ろう

現代 p.286-287 日本の領土画定と
近隣諸国

特設
歴史を探ろう

現代 p.289 現在に残る沖縄の
基地問題

コラム　
未来に向けて

現代 p.301 日本における先住民族 コラム　
未来に向けて

琉球とアイヌ民族が繁栄した背景がわかる本文
繁栄した背景には、琉球王国は日本・中国・東南アジアを相手に中継貿易が、
アイヌ民族は和人を相手に北方産の鮭や昆布・毛皮などの交易があったことが
わかります。

解説
知識定着を図るための一助として、用語の「解説」を
全47か所に設置しています。

琉球とアイヌ民族の歴史を古代から現代まで一貫して取り上げています。
豊富な資料や因果関係のわかる本文で丁寧に解説しているため、
それぞれの文化や周辺地域との関わりについて深く理解できます。

琉球とアイヌ民族に関する地図
琉球・アイヌ民族の歴史を地図で確認できるようにしています。
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2
特 色

政治史だけでなく伝統文化への関心を高める「文化史」
多面的・多角的に日本の歴史を捉えるさまざまな工夫 文化史 掲載ページ一覧（全10か所）

ページ タイトル

p.44-49 大陸の影響を受けた天平文化

p.56-59 唐風から日本風へ変わる文化（国風文化）

p.72-75 武士や僧侶たちが広めた鎌倉文化

p.98-101 庶民に広がる室町文化

p.120-123 戦国大名と豪商が担った桃山文化

p.144-145 上方で栄えた町人の元禄文化

p.150-153 江戸の庶民が担った化政文化

p.220-223 欧米の影響を受けた近代文化

p.242-245 近代都市に現れた大衆文化

p.294-297 大衆化・多様化する戦後の文化

文化が生まれた背景がわかる本文
化政文化が生まれた背景には、社会の安定と
経済の発達により豊かになった庶民の存在が
あったことがわかります。

⬆p.150-151

文化史のページでは、各時代の代表的な文化を大きな図版で紹介し、
伝統文化への関心を高められるようにしています。
本文やタイトルから文化のおもな担い手や特色がわかるようにすることで、
その時代の文化の特色を捉えやすくしています。

文化の特色がわかるタイトル
タイトルから、文化のおもな担い手や特色が
わかるように工夫しています。 特

色

2
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